
令和 7 年 4 月 1 日

連携先企業（担当者） ハローワーク静岡(左高様)

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ワークセンターりんどう 事業所番号 2214200426

 ▪事前にハローワーク静岡担当者と研修会の意味(目的･達成目標…etc)を確認した準備により研修内容は深まった｡

 ▪外部機関の講師による講義と会って､日々のマンネリした支援に現実味が生じて､支援がより効果的となった｡

 ▪外部機関と接する機会は､一般就職を目指す利用者にとって､とても現実的な場面であり､意欲は向上した｡

 ▪支援者も利用者と同様に､改めて｢働く事の意義･目的｣を確認できる場として､今後の支援に活かす場面となった｡

 ▪受講した利用者は､その後も内部研修として今回の研修を振り返り､理解を深める事に現在も繋がっている｡

参加した利用者全員へ以下の項目を振り返りとして聞き取る｡

▪研修を受講しての感想(その後の内部研修受講後の感想を含む)｡

(意見･評価)

　｢まだまだ足りないところだらけ｡仕事が出来ても生活が難しい現状｡もっと生活の仕方を考え､時間は掛かるが取り組んで聞

いたい｣､｢日々教わる事を通じて､｢今｣出来る事を増やして将来の一般就労に繋げていきたい｣､｢その後の内部研修を受講して､

改めて何が大事かを考える機会となっている｡｢今｣出来る事を大事に継続していきたい｣｡

利用者からの意見・評価

住　所 静岡市葵区水見色360番地 管理者名 秋山　喜代治

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 054-270-1328 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞

 活動場所 ： 当事業所内｢研修会議室１F｣

 実施日程 ： 令和6年12月16日(月)14:00-15:00

 概　　要 ： ハローワーク静岡の講師1名による､

　　　　　 テーマ｢働く事｣について考える研修｡

 利用者数 ： 9名(参加率75%)･職員3名

＜目的＞

 一般企業を目指して知識･技術の向上を目指す日々の

中､｢働く為｣に必要な事を外部の講師からも聞く事で､

日常の訓練の場での成果向上を目的として実施した｡

＜成果＞

 ▪外部講師による研修により知識･技術は向上｡

 ▪第三者からも同じ話をされる為､理解は深まった｡

 ▪日々の訓練で､主体的に努力する場面が増える｡

 ▪職員も学ぶ事が出来､共に学ぶ機会となった。

＜活動の様子＞

  ※研修資料より内容を抜粋

 テーマ：｢一般就労に向けて｢いま｣出来る事｣

  1. はじめに

   ▪ 自己紹介

　▪ ハローワークの紹介

  2. 企業で｢採用されやすい人｣の定義？

  3. 社会に出る為の力･働く力を備える

   ▪ 疾病･障害の管理

   ▪ 日常生活の遂行

　▪ 職業生活の遂行

　▪ 職務遂行

  ４． まとめ

様式２


